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市内の中央部を流れる信濃川の左岸に広がる通称「関原丘陵」には、火焔土器で有名な馬高遺跡や玉作

りの三十稲場遺跡、高床住居の藤橋遺跡をはじめ、数多くの縄文時代の遺跡があり 、あたかも「縄文の里」

と言った景観が見られます。この縄文の里に、来る21世紀の宇宙時代を生きる人々に送る「宇宙に学ぶ・

遊ぶ」を基本理念としたテーマパーク『スペースネオトピア』や、縄文文化の研究や展示を一つの柱とし

た『新潟県立歴史民俗文化館（仮称）』が計画されています。この計画地と国道 8号線を結ぶ市道が、史

跡「馬高・三十稲場遺跡」の東側に計画されました。

このたびの発掘調壼は、平成 2年度の遺跡確認（試掘）調査後に決定した市道の法線を対象に、確認調

査の成果に基づいて行いました。

発掘調査に当たり、御指導をいただきました新潟県教育委員会、惜しみない御協力を賜りました関原土

地改良区をは じめ、関係各位に心からお礼を申し上げます。

平成 8年 3月31日

長岡市教育委員会

教育長大西厚生

例 百 目 次

1 本書は、市道一西幹線77号線の建設工事

に伴って史跡 「馬高・三十稲場遺跡」の隣

接地（新涅県長岡市関原町 1丁目字中原）

で行った発掘調査の記録である。

2 発掘調蒼は、長岡市教育委員会が調査主
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1 はじめに

長岡市の西部に広がる通称「関原丘陵」の一画に、史跡「馬高・三十稲場遺跡」がある。明治から昭和

の戦前にかけて、地元の素封家である近藤家が代々にわたって発掘を行い、昭和11年の大晦日に篤三郎氏

が馬高遺跡で火焔土器（重要文化財「深鉢形上器」）を発掘したことは広く知られているところである。

また、三十稲場遺跡は、縄文時代後期初めの標識遺跡としてのほか、玉や玉を磨く筋砥石などがあり 、玉

作りの集蕗としても知られている。

この史跡の南側丘陵上に、平成に入ってからテーマパークの「スペースネオトピア」と「新涅県立歴史

民俗文化館（仮称）」が隣り合わせに相次いで計画された。長岡市では、国道 8号線からこれらの施設へ

接続する市道を、史跡「馬高・三十稲場遺跡」の東側に計画した。このため、長岡市教育委員会は市道の

計画に関連する区域を対象に、平成 2年秋に確認調査を行い、馬高遺跡寄りの調査グリットから縄文土器

などが出土したが、遺構は調査グリットにはないことなどを確認した（小熊博史「馬高遺跡ースペースネ

オトピア関連道路に伴う確認調査報告書一」 長岡市教育委員会 1991年）。確認調査の結果、市道の計

画に関連する区域は、馬高遺跡の集落域を外れている可能性が高いが、道路工事の際には、市道の法線内

を対象にバックフォーでトレンチ発掘を行い、遺構が検出した場合はその部分を拡張して調査を進めるよ

うに、との指導を新洞県教育委員会から受けた。確認調査の成果と新褐県教育委員会からの指祁を基に、

道路建設を主管する都市計画課と協議を行い、道路工事前に発掘調査を行い、埋蔵文化財の保獲に遺淵の

無いように努めることを確認した。そして、平成 7年 5月にスペースネオトピア及び新潟県立歴史民俗文

化館（仮称）への接続道路部分の発掘調査に着手した。

第 1図 史跡「馬高・三十稲場遺跡」位置図 （■)及び縄文時代中期遺跡 （●）(1/50000、長岡）
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2 調査地の環境

長岡市の中央部を北へ流れる信濃川の左岸には、通称「関原丘陵」と呼ばれる河岸段丘が広がり 、南の

東頸城丘陵から伸びる山地から流れ出る沢が段丘を横切っている。信濃川の両岸に広がる河岸段丘は、狩

猟・採集段階の人々が住まいするのに適しているのか、長野県境の津南町から長岡市に至るまでの河岸段

丘上には、旧石器時代から縄文時代の遺跡が多数存在している。

信濃川左岸の関原丘陵には、馬高遺跡（中期）、三十稲場遺跡（後期）、岩野原遺跡（中・後期）、藤橋

遺跡（晩期）の、存続した期間が500年以上続き、その結果として面積の規模が大きくなった縄文時代の

遺跡と、存続期間が短くて面積の小さい集落跡が点在している。縄文時代中期の集落跡に限ってみると、

馬高や岩野原といった大規模な遺跡を地域の拠点的な集落として、瓜割・駒村・松山 ・火振り坂・雉子打

場・笹山などの小規模な集落が、拠点的な集落の周辺を取り巻いて存在している。このことは、この地域

において、拠点的な集落と小さな集落とが互いに連携を取りながら、縄文時代中期の社会を形作り、栄え

ていたことを物語っていると言えよう（第 1図）。

なお、調査対象地は市道の用地に利用する前は、葉タバコなどの栽培が行われていた畑であった。

3 発掘調査

5月30日、調査現場にユニットハウス及び簡易トイレを設置し、必要な調査機材を搬入することから、

発掘調査を開始した。調査の手順は、市道の法線に沿って設けたトレ‘ノチをバックフォーで薄く表土を剥

ぎ取りながら、遺物の有無を確認し、地山面まで掘り下げる。その後は、人力でジョレンを使って地山面

第 2図 調査地周辺の地形図 (1/10000)
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第 3図 調査トレンチ図 (1/2500)
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を削り 、遺構を確認する。そして、地山面で貯蔵穴や柱穴などのピ ットらしい落ち込みを発掘する。遺物

の出土状況等の写真撮影は、そのつど行い、最後に発掘トレソチの位置などを平板で測量する。

この手順に従って発掘を進めたところ、縄文土器が北側のーか所で集中（第 3図）が見られた。遺物は

その外、主に馬高遺跡に近いトレソチから縄文土器が 1点づつパラパラと出土した程度であった。また、

ピットらしい落ち込みがあちこちで確認され、発掘したところ内部の形態が貯蔵穴や柱穴ではな く、風倒

木の穴や木の根っこと判断され、結果的には調査対象地には貯蔵穴や柱穴などの遺構がないことが確認さ

れた。そして、調査は 6月20日に最後の黒色土の落ち込み （風倒木の穴）を発掘し、調査トレンチの位置

などを平板で測量し、当日のうちに発掘調査の機材を年間を通じて発掘調査している市内栖吉町の中道遺

跡へ搬出し、延べ14日間にわたる現地調査を終える。

4 調査の結果

( 1 ) 調査トレンチの設定 （第 2 図• 第 3図）

馬高遺跡の東側を通過する道路の法線に沿って、法線と周囲の畑との境から 1rnはど内側に調査トレン

チを設定した。 トレソチは馬高寄りの西側に幅llrnのトレンチを1本、中央部か ら東側には 4~5m幅の

トレンチを 2本、都合 3本のトレンチを設けた（第 3図）。最終的な調査トレンチの延長は約220mで、発

掘した面積は約3700而となった。

(2)士層序

発掘した箇所の土層序は、10~20crnほどの表土の下が直ぐに地山面に当たるとこ ろが大半で、南側の沢

のような地形のところでは50cmの表土が覆っていた。長岡市内の畑地の遺跡で一般的に見られる遺物包含

層の黒色土は見 られなかった。また、拳大から人頭大の礫は、全くと言ってよいほど発掘した土の中には

なかった。

( 3 ) 出土遺物 （第 4 図• 第 5図）

約3700nfを発掘した中で出土した遺物は、縄文上器が約40点 （第4図）で、その他調査中に採集した欠

損した打製石斧が 1本 （第 5図）ある。
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1は、口縁部の破片で、口縁に沿って隆起線が張り付けら

れ、隆起線の下に左下に向く沈線が刻みつけられてる。 内面

には炭化物が付着している。 2の土器は外面に斜行縄文が施

されている。 3~7は第 2図の「縄文土器集中地点」 で一括

出土 した土器で、3~6は斜行縄文が施された胴部破片、 7

は無文の底部である。第 4図に図示した以外の縄文土器は、

斜行縄文の小さい胴部破片である。

打製石斧は、頭部と刃部を欠損した胴部の破片で、安山岩を原石としている。重さ約85g。片面（右）

冒
0 5cm 
L I 

第 5図採集打製石斧 (1/3)

に石の表面を残し、もう一方の面（左）をラフに打ち欠いた製品である。なお、左面の右側は打面が欠損

した部分であり 、撥形の打製石斧である。

5 まとめ

馬高遺跡の東側を通って、国道 8号線からスペースネオトピア、新潟県立歴史民俗文化館 （仮称）へ接

続する市道の建設に伴って行った今回の発掘調査では、面積の割にはご く少ない縄文土器が出土した程度

で、遺構は全く発見されなかった。また、遺物包含層も確認できず、拳大から人頭大の礫が 1点もなかっ

た。集落全体の発掘した岩野原遺跡や中道遺跡の集落域からは、用途が不明な礫が石皿や石棒などの大型

の石製品に混 じって大量に出ている。今回と同 じ3700面の面積を発掘 した中道の第 1次発掘調査（駒形敏

朗「中道遺跡ー第 1次発掘調査概報ー」 長岡市教育委員会 1995年）では、大型ト ラック 2~3台もの

礫が集落内か ら出た。集落内に大量の礫があると言うことは、 縄文人が石皿や石棒などの道具に加工した

り、住居内の炉石や掘立柱穴の根固めなどに使用するために、河原から運び込んで用意した結果とも考え

られる。また、岩野原の場合は、貯蔵用の袋状ピットの覆土や底面に、大きな礫が見られた。調査中の中

道でも袋状ピットと礫の状況は岩野原 と同じである。今回の調査地に礫がないと言う現象は、貯蔵穴や柱

穴などの遺構がないこと、遺物を包含する土層がないことなどと合わせて考えると 、恐らく 調査地が集落

域を外れていることを示しているのではないかと思われる。このことについては、将来、史跡に指定され

ている馬高遺跡の集落域を発掘する機会が与えられたときに、礫があるかどうかを確認したい。

調査 体 制

調査主体者長岡市教育委員会（教育長 大西厚生）

調査担当者 駒形敏朗（長岡市教育委員会生涯学習課）

調査事務局 長岡市教育委員会生涯学習課（課長廣川清喜）

調査に御指導・御協力をいただいた方々

荒木茂小熊博史関原土地改良区
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史跡「馬高・三十稲場遺跡」
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バックフォーでの発掘

遺構確認風景

調査地遠景

バックフォーと人力による発掘風景
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発掘終了後のトレンチ 縄文土器集中地点出土状況

第 6図発掘調査写真
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